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週刊マーケットレター（2019 年９月 30 日週号、No.688） 

                            2019 年９月 29日 

                          曽我 純 
 
■主要マーケット指標 

高慢ちきな関電経営者  
福島第１原発の過酷事故で放射能を放出し、福島を非居住地域にしても、経営者は「無罪」

となるなんとも納得しがたい判決が出たかと思うと、今度は、福島第１原発後から７年間、

関電経営者は原発立地の高浜町元助役から 3.2 億円の金品を受け取っていたことが明らか

になった。電力会社はどこまで社会的な通念が欠落しているのか、また、一般の常識から掛

け離れた組織であり経営者なのかを改めて思い知らされた。 

福島第１原発の事故などどこ吹く風といったところか。俺たちは原発をなにがなんでも

為替レート ９月 27 日（前週末） １ヵ月前 2018 年末 

  円ドル 107.92(107.55) 105.72 109.56 

 ドルユーロ 1.0938(1.1017) 1.1090 1.1469 

 ドルポンド 1.2288(1.2477) 1.2287 1.2757 

 スイスフランドル 0.9907(0.9907) 0.9812 0.9814 

短期金利（３ヵ月） 

 日本 -0.09500(-0.09467) -0.08350 -0.07267 

 米国 2.09863(2.13463)  2.11738 2.80763 

 ユーロ -0.43686(-0.42271) -0.44729 -0.35571 

 スイス -0.76720(-0.75380) -0.84520 -0.71340 

長期金利（10 年債） 

 日本  -0.240(-0.220) -0.270 -0.010 

 米国      1.68(1.72) 1.47 2.68 

 英国      0.49(0.62) 0.50 1.27 

 ドイツ -0.58(-0.52) -0.69 0.24 

株 式 

 日経平均株価 21878.90(22079.09)  20456.08 20014.77 

 TOPIX 1604.25(1616.23)   1489.69  1494.09 

 NY ダウ 26820.25(26935.07)  25777.90 23327.46 

 S&P500 2961.79(2992.07)   2869.16  2506.85 

  ナスダック 7939.62(8117.67)   7826.94  6635.27 

 FTSE100（英） 7426.21(7344.92)   7089.58     6728.13 

 DAX（独） 12380.94(12468.01)  11730.02 10558.96 

商品市況（先物） 

 CRB 指数 175.71(177.33) 169.70 169.80 

 原油（WTI、ﾄﾞﾙ/ﾊﾞﾚﾙ） 55.91(58.09) 54.93 45.41 

 金（ﾄﾞﾙ/ﾄﾛｲｵﾝｽ） 1506.4(1515.1) 1551.8 1281.3 
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稼働させるのだ、放射能や核廃物などなんでもないと言いたげだ。電気がなければ社会活動

は止まってしまうのだから、俺たちの言うことを聞けとはあまりにも高慢ちきである。 

民間企業ではあるが公共的性格の強い電力会社が、思慮分別に欠ける経営者をトップに

据えるという組織的欠陥を放置してきたことの責任は極めて重い。どの企業にも経営者に

なるには不適当な人がいることは避けられない。だから、そういう人が経営者にならないよ

うな組織を作らない限り、永遠に悪徳経営者があらわれ続けることになる。 

文科省から電力会社まで大人社会が道徳的に退廃していれば、子供たちは、道徳を教えな

ければならないのは、むしろ、官僚や経営者ではないかと白い目で見ている。義務教育に道

徳が導入されているが、道徳など教えるものではないし、そもそも、教えることなどできな

いのだ。授業で教えることができるのであれば、なぜ、これほど次から次へと高等教育を受

け責任ある立場の人が、道徳の道を外すのだろうか。 

官僚主義的な電力会社ではトップは絶対君主のような権力者だ。このような組織ではト

ップに直言するような人はだれもいない。すべて鞄持ちなのである。企業には戦前の日本社

会と同じようなシステムが永らえているのだ。戦後、日本は民主主義に 180 度変わったが、

株式会社には独裁主義がそのまま存続していると言ってよい。労働時間、非正規雇用、男女

格差、休暇等一向に改善しないのは、独裁によって組織が硬直化しており、本当に大事なこ

とは俎上に上がらないからだ。覇道がまだ蔓延っている。 

あれだけの大事故を起こしてもなお原発を稼働させたい東京電力も同根である。大元の

ところでは福島第１原発の事故を反省していないから、いまだに原発を推進するのだ。一旦、

事故が起きればお手上げで、すぐに国に助けを求める。人間の成長でいえば、幼児の段階の

ままだと言える。あるいはよほど図太い神経の持ち主の集団なのだろう。自らに降りかかる

原発批判にはまったく聞く耳を持っていないと言った方がよいのかもしれない。自分たち

の経営の都合を最優先、原発事故で社会を道ずれにすることも厭わないのではないか。電力

会社はトランプ大統領以上に質が悪い。 

地球の約 50億年の歴史から過去千年、二千年を振り返って調べたとしても、ほとんどな

にも言えないのではないか。特に、雨、風、地震など自然にかんすることはなにが起こるか

だれもわからないことなのだ。経済的な人間が関わる分野でさえ予測が当たることは稀で

あり、しかも何年も連続して的中することは至難の業だと思う。 

どのくらいの規模の地震がやって来るのかは、予測不可能であり、津波もしかりだ。ただ、

日本は地震国で頻繁に地震が起こることはわかっている。日本列島は急峻な崖の上に乗っ

かっているので、地殻わずかな動きでさえも、大地震に成り兼ねない。 

そうした危険極まりない狭い国土に原発がひしめく異常な国である。しかも、原爆で廃墟

にされた過去を持つ身でありながら、躊躇なく原発に手を染めるという間違った判断を下

した。 

原発の平和利用という甘い文言に騙されて、大都市から離れた人口希薄地帯が選ばれ、原

発は建設された。過疎地に原発が建設されるに際しては、札束が威力を発揮したそうだ。電
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力会社から町の有力者へ原発マネーが渡り、それが、地域にばらまかれ原発容認が醸成され

ていった。 

今回は町の有力者から電力会社の経営者に金品が渡されたが、その逆に動いた金も計り

知れない。福島第１原発事故後、高浜原発が止まり、財政が厳しくなるという事情が、早期

再稼働を目的に電力会社への金品攻勢となったのではないだろうか。 

今回の関電経営者の金品授受は、過去に遡れば、それぞれの電力会社も身に覚えがあるの

ではないだろうか。過疎地を取り仕切る有力者をなんとか囲い込み、ボスに賛成させ、そこ

から原発建設を一気呵成に推進する。こういった原発推進方法は過疎地の小さな村や町で

は常套手段なのだ。日本の村町に今でも残る封建的なタテ社会が、原発の建設を可能にさせ

たのだと思う。 

巨大企業と過疎地域の村町では所詮力関係では話にならない。力づくで原発を推し進め

た結果が福島第１原発の過酷事故であった。国が原発を推進するのでは打つ手はなかった。

起こるべくして起きた事故なのである。 

原発は、CO2 は排出しないが、放射能を撒き散らし、核廃物の処理という大問題を抱えて

いる。さらにエネルギー変換効率は約３割と火力発電を大幅に下回る。原発で発生する熱量

の約７割は無駄になり、海などに放出されており、自然環境にダメージを与えている。 

国からの東電への支援額は 11兆円を超えた。これからいつまで掛かるかわからない廃炉

にどれほどの資金が必要なのだろうか。どぶに捨てるような金が今も廃炉に投入されてい

る。デブリを取り出すという夢物語を追い求めて行けば、廃炉作業は永遠の作業となる。日

本独特の曖昧な思考が、間違った方法を変えることなく、二進も三進も行かなくなるまで続

行させるのだろう。 

 

★ 次号は休みます。 


